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成人式

今
年
、
市

内
で
成
人
式

を
迎
え
た
の

は
、
八
千

八
百
十
四
人

。

「
成
人

の
日

」
は
、
「

お
と
な
に

な

っ
た
こ

と
を
自
覚
し
、

自
ら
生

き
抜
こ

う
と
す

る
青
年
を

祝
い

励
ま
す
」
と
い

う
趣
旨
が

込
め

ら
れ
て
い

ま
す
が
、

社

会
構
造
の

複
雑
化
に
伴
い

、
成
人
の

意

味

も
多
様
化
し

て
き
て
い

ま
す

。

お
そ
ら
く
現
代
の
二
十
歳
の
大
半
は
、

社
会
的
に
独
立
し
て

い
な
い

と
思
わ
れ

ま
す
。
高

学
歴
化
社
会
に

伴
う
長
い

教

育
期
間
、
豊
か
な
経
済
が

も
た
ら
す
親

へ

の

依
存
、

あ
る
い

は
親
の
過

保
護
や

過
干
渉

。
成
人

と
末

成
人
と
の

境
界
の

あ
い

ま
い

さ
は

増
す
ば
か
り
で

す
。

し

か
し
、
や
が
て

職
業
の
選

択
、
結

婚
、
生
き
方
な

ど
に

つ
い
て
、

お
と
な

と
し
て
自
己
決

定
を
行
い
、
社

会
や
組

織
の

一
員

と
し

て
地
位
を

得
な
け
れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

「
成
人
式
」
を
単
に
晴
れ
着
を
着
る

機
会
と
と

ら
え
る
だ
け
で

な
く
、
人
生

で
自
分
か

や
り
た
い
こ

と
を
ど
の
よ
う

に
し
て
見
つ

け
る
か
、

そ
ん
な
自
分
を

発
見
す

る
旅
の

一
里

塚
と
し
て
考
え
て

ほ
し
い
も
の
で

す
。

（

※
２
ペ
ー
ジ
に
二

十
歳
の

声
を
特

集

し
ま
し

た
）

昨
年
の
成
人
式
か
ら

素 顔 の20 歳



広報まつど[2

]

第７７２号

おとなにとって「最近の若い者」は、いつ

の時代でも不満の対象となっているようです。

しかし、新しい文化は若者から生まれ、世

の中を変えていくには、若い力が必要です。

今の若者が、何を考えているのか。二十歳

（はたち）の声を追ってみました。

「

ず
つ

と
松
戸

に

住
ん

で
い

る

ん
で

す
け

ど
、
気

が
つ

か

な
い

う

ち
に

も
街

は
随

分
変

わ
つ
て

い

る

ん
で

す
ね

」
と
小

畑

さ
ん

。

こ
と

ぱ
の

端
々

か

ら
松
戸
へ

の

愛
着

が
感
じ

ら

れ

ま
す

。

友達の輪を広げたい病
気

に
な
っ

て
入

院

し
た

と

き
の

経

験
が
忘

れ
ら

れ
ず
、

看
護

学
校
で

看

護
婦

を
目

指
す

茂
木

さ
ん

は
、

笑

顔

の
明

る
い
松

戸
っ

子

。

「
大
変

だ

な
あ
と

思

う
こ

と
も

あ

る

け
れ
ど

、

や
っ
ぱ

り
（

実

習
な
ど

で

）
患

者
さ
ん

に
喜

ん
で

も

ら
え

る

緊

張

し

ま

す

二十世紀が丘

小畑智幸さん

友
人
も
た
く
さ
ん
い
る
し
、
人

と
の
ふ
れ
あ
い

も
感
じ
ら
れ
る
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
街
だ
か
ら
、

こ

れ
か
ら
も
ず
つ
と
松
戸
に
住
ん

で
い
た
い
と
語
る
。

成
人
式
を
迎
え
る
心
構
え
も
、

「
周

囲
の

人
に

迷
惑

を
掛

け
て

は

い

け

な

い

と

い

う

自

覚

を

持
っ

て

、

自
立

し
な

け
れ

ば
…

」
と

頼

も
し
い

。

で

も
、
当

面
の

目

標
は

「
友

達

の

輪

を
広

げ
る

」
こ
と

。
ス

ポ

ー

ツ

な
ど

を

通
じ
て

、
友

人

を
い
っ

ぱ

い
つ

く

り
た
い

と
願

う

。

将
来

の

夢
は

、
ど

ん
な
形

で

も

い

い
か

ら
、

教
育

関
係

の
職

に
就

く
こ

と

。
小

さ
い
こ

ろ

か
ら

あ
こ

が

れ
て
い

た

、
や

り
が

い
の

あ
る

仕
事

だ

か
ら
と

語

る
姿

は
、

青
年

ら
し

い
情

熱
に

あ
ふ

れ
て

い
ま

す

。

の

が

一
番

う

れ
し
い

」
と

語

る
姿

は
、

ま

さ
に
白

衣
の

天
使

。

今

は
、

国
家

試

験
に
合

格

す
る
た

め
に

猛
勉

強
中

。
周

り
の

友
達

も
勉

強
に
忙
し
い
か
ら
、
話
題
も
も
っ
ぱ

ら
勉

強
の
こ

と

ば
か

り
。

と
き

ど
き

ス

ト
レ

ス

解
消
に

カ
ラ

オ

ケ
を

す
る

の
が
、
唯
一
の
息
抜
き
と
か
。

試
験

に
受

か
つ

た

ら
、
ほ

か
の
こ

と

を
考

え

る
こ

と

が
で

き

る
か

も
し

れ
な
い

け

れ
ど
、

今
の

と
こ

ろ

そ
ん

な

余
裕

は
あ

り
ま
せ

ん

と
の
こ

と
で

し
た

。

大金平

茂木 綾子さん

スポーツを通じて友達の輪を広げます

も つと時間が欲しい

会
社
に

勤

め
る

か
た

わ
ら
、

佐

藤

さ
ん

は
学
校
に
通
っ
て
い
ま

す
。

「

仕
事

と
両

立

さ
せ

る
の

は

や

っ

ぱ

り
大

変
で

す
よ

。
で

も
、
友

達

も
た

く
さ
ん

で

き
る
し

、
楽
し

い

」で

さ

れ
ば
卒

業
後

も
勉
強

を
続

け
た
い

と
語

る

。

特
に

趣
味

と

呼
べ

る
も
の

は
な

い

が

、
ス

ポ

ー
ツ

観

戦
や
体

を
動

か

す
こ

と
が

好

き
。
去

年
は
運

転

た
ま
に
は
カ
ラ
オ
ケ
も

免
許

を
取
っ

て

、
車

を
購
入

。

友

達
と

ド
ラ
イ

ブ

を
す

る
こ

と
も

。

友
達

と

話
し
て

い

る
と

、
あ
っ

と

い

う
間
に

時
間

が
た
っ

て

し
ま

う
彼
に

と
っ
て

、
今
の

願
い

は
。

「

も
っ

と
時

間
が

欲
し
い

」

と
い

う
こ

と

。
周

囲
の
同

年
代

の

若
者

が

時
間

を
い
っ

ぱ
い

持
っ

て
い

る

よ

う
に
見

え

る
の
が

、
ち

ょ
っ

ぴ

り

う
ら
や

ま
し

い
様

子
で

し
た

。

栄 町

佐藤 雄一郎さん

松飛台

梶原 紀子さん

「
ま

だ
誕

生
日

も
来
て

い

な
い

し

、
成
人

と

い

う
実
感

は

な
い
で

す

ね
。

そ
れ
よ

り

も
、

就
職

し
た

と

き
の
ほ

う

が
大
人

に

な
っ

た
と

い

う
気

が
し
た

か

な
」

よ

う

や
く
仕

事
に

も
慣

れ

、
周

囲

を
見
渡

す
余

裕
が

出
て

き
た

と

笑
い

な
が

ら
語
っ

て

く

れ
た

。

趣

味
は

カ
ラ

オ
ケ

。
工

藤
静

香

や
杏
里

が

得
意

。
去

年
取
っ

た

ば

か

り
の

免

許
で

、
た

ま
に

は
海

辺

を
ド
ラ

イ

ブ
す

る
こ

と

も

。
友
人

と

の
話

題

は
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン

や

シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
。「

あ
ん
ま

り

う
ま

く

な
い

け

れ
ど

」
去
年

か

ら
ス

キ
ー

も

始
め

た
。

で

も

、
将
来

の
夢

は

「
幸

福
な

結
婚

」
と

キ
ッ

パ
リ

。
「

だ
か

ら

、

早

く
す
て

き

な
ボ
ー

イ
フ
レ

ン

ド

が
欲

し
い

な
」

と
い

う
明

る

く
活

動

的

な
梶

原
さ

ん
で

し
た

。

市

職
員

募
集

募
集
職
種
①
作
業
員
②
用
務

員
③
調
理
員
④
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ

ー
⑤
看
護
婦
・

各
若
干
名
　
対

象
①
～
④
昭
和
2
6年
４

月
２
日

以
降
⑤
昭
和
4
0年
４

月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
市
内
医
療
機
関

に
勤
め
て
い
な
い
人

１
月
2
8日

ま
で
に
、
必
要

書
類
を
人
事
課
へ

市

立

保
育
所

臨
時

保
母
募

集

職
種
産
休
・
育
休
代
替
保
母

対

象
保
母

、
幼
稚
園
教
諭
の
資

格
・
免
許
を
持
つ
人
で
、
五
十

五
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
人
（
健
康

で

、
保
育
に
熱
意
の
あ
る
人

も

可

）
　
勤
務
時
間
午
前
８

時
3
0

分
～
午
後
５

時
（
午
前
、
午
後

の
み
の
勤
務
も
可
）
、

土
曜
日

は
午
後
0
時
3
0
分
ま
で
（
隔
週

勤
務
も
可

）
、

勤
務
時
間
は
相

談
に
応
じ
ま
す
。
　

賃
金
時
給

七
百
六
十
円
（
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
制
度
有
り
）
　
交
通
費

月
額
七
千
五
百
円
ま
で
支
給

勤
務
場
所
市
内
公

立
保
育
所

保
育
所
課
保
育
指
導
係

新
生

児
の
訪

問
指

導
を

す

る

助

産

婦
・

保
健

婦
を
募

集

勤
務
日
週
一
～
二
日
（
日
程

は
調
整
可

能
）

松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
℡

6
1
-
2
1
2
1
番

県
立

松
戸

養
護

学
校

介
助
員

募
集募

集
人
員
四

十
歳
以
下
で
、

高
校
を
卒
業
し
た
大
型
自
動
車

免
許
を
持
っ
て
い
る
男
性
・
一

人
　

勤
務
内
容
ス
ク
ー
ル

バ
ス

・
校
内
で
の
介
助
　

勤
務
時
間

午
前
７

時
3
0分

～
午
後
４
時
3
0

分
〔
(
土
)
は
午
後
１
時
2
0
分
〕
待

遇
二
十
歳
＝
月
約
十
五
万
円
、
三

十
歳
＝
月
約
二
十
二
万
円
（
二

ヵ
月
の
試
用
期
間
後
正
採
用
）

県
立
松
戸
養
護
学
校
℡
8
8
-

2
1
2
8

番

市
立

小
・

中

学
校
非

常

勤
講

師

を
募
集

資
格
健
康
で

、
小
・
中
学
校

教
諭
の
免
許
状
の

あ
る
人
　

勤

務
揚
所
市
内
小
・
中
学
校
　
採

用
欠
員
が
生
じ
次
第
随
時

雹
話
で
、
学
務
課
管
理
係
℡

6
6
-
7
4
5
7
番
へ

産
・

育

休
等

補
助

教
職

員

を

募

集職
種
①
講
師
②
養
護
教
諭
③

技
師
（
栄
養
士
）
　
資
格
健
康

状
態
の
良
好
な
人
で
、
各
相
当

示

中
学
校
教
諭
・
養
護
教
諭
・

栄
養
士
）
の
免
許
状
所
有
者

給
与
千
葉
県
給
与
条
例
お
よ

び

経
験
に
応
じ
て
支
給

癇
千
葉
県
教
育
庁
東
葛

飾
地
方

出
張
所
管
理
課
昔
6
1－
2
1
2

4
番

「
わ
が
家

の
家

計
簿

・

生
活

設

計
」
体

験
談

を
募

集

内
容
家
計
簿
を
つ
け
た
体
験

や
生
活
設
計
を
立
て
た
経
験
に

基
づ
く
作
文
　
賞
特
賞
五
編
（
各

賞
金
七
万

円
）
ほ
か
　
入
選
発

表
６
月

ご
ろ
に
新
聞
・
テ
レ

ビ

・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
発
表

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
。
原

稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

２

月
2
9日

ま
で
に
、
四
百

字
詰
め
原
稿
用
紙
五

枚
（
二
千

字
）
以
内
で
、
家
計
簿
体
験
談

に
は
支
出
内
訳
表
を
、
生
活
設

計
体
験
談
に
は
生
活
設
計
表
を

添
付

（
期
間
は
自
由
。
両
方
添

付
も
可
）
し
て
、
氏
名
・
住
所
・

電

話
番
号
・
職
業
・
年
齢
・
家

族
構
成
・
家
計
簿
記
帳
年
数
・

生
活
設
計
を
立
て
て
か
ら
の
年

数
を
書
き

、封
筒
に

「
家
計
簿
・

生
活
設
計
体
験
談
」
と
明
記
し

て
、
〒
2
8
0
千
葉
市
市
場
町
一
-

一
千
葉
県
企
画

部
県
民
生
活
課

内
千
葉
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
（
℡

0
4
7
2
-
2
3
-
2
2
9
0

番
）
へ

聞いてみました

20歳の声

スキーを始めました。海外(グアム)にも出掛けました

すてきなボーイフレンドが欲しいな

勉強が忙しくて



1992年(平成４年)１月２０日[3]広報ま

つど
健

康
の

た
め
の

各
種
サ
ー

ビ
ス

を
提
供

（
仮
称
）
松
戸
市
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
始
ま
る

保

健

サ

ー

ビ

ス

を

総

合

的

に

行

う

拠
点

と

な

る

「
（
仮

称
）
松

戸
市
中

央

保
健
セ

ン

タ
ー
」
の
建

設
が

、

市
内

竹
ヶ

花

で
始

ま
り

ま
し

た
。

平
成

元
年

度
に
ス

タ
ー
ト

し
た

、
第
四

次

総
合

五

か

年

計
画
に

基
づ

い
て

設
置

さ
れ

る
も
の

で

、
母
子
・

成
人

・
高

齢
者
な

ど
、

各
階

層
に

応
じ

た
き
め

細

か

な

保

健
サ

ー
ビ
ス

を
行

う
施

設
と

な
り

ま
す

。

工

事

は
平

成
５

年
３

月
に

終
了

し
、
同

年
４

月

に

オ

ー
プ
ン

す
る
予

定
で

す
。

敷
地
面
積
は
約
二
千
平
方
㍍
、
建
物
は
地
下
一
階
、

地
上

三
階

（

一
部
四

階

）
建
て

で

、
延
べ

床
面

積
は

約
三
千
八
百
三
十
二
平
方
㍍
に
な
り
ま
す
。

多

彩
な

セ

ン
タ

ー
の

事
巣

セ
ン

タ
ー
で
は
、
総
合
的
な

保
健
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
、

健
康
相
談
、
健
康
教
育
、
健
康
診

査
、
各
種
が
ん
検
診
、
予
防
接
種

な
ど
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

ま
た

、
今
後
増
加
が
予
想
さ

れ
る
高
齢
者
を
対
象
に
し
て

、

保
健
・
福
祉
・
医

療
の
関
係
機
関

(仮称)松戸市中央保健センターの完成予想図

と

連

携
を

図

り

、
介

護
相

談
・
訪

問

指

導
・
訪
問

看

護
・
ホ

ー
ム

ヘ

ル

パ

ー
の

派
遣

な

ど
の

、
在

宅

ケ

ア

サ

ー

ビ

ス

を

実

施

し

ま

す

。調

理

実

習
室

に

は

、

調
理

台

の

高

さ

を

自

由
に

調

節
で

き

る

ケ

ア

キ

ッ
チ

ン

を

設

置
し

、

身

体

に

障

害
の

あ

る

人

を

対

象
に

し

た

調

理

実

習
を

行

う
こ

と

に

な

り

ま

す

。

健

康
に

関

す
る

学

習
の

た

め

に

、
豊

富

な

資

料
・
器

材

を

そ

ろ

え

ま

す

。

健
康

に

関

す
る

図

書
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
1
6
㍉
フ
ィ

ル

ム

、

ス
ラ

イ

ド

な

ど

を
用

意

し

、

視

聴

覚
室

も

設

置

さ
れ

ま

す

。ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン

事

業

と
し

て

、

全

市

域
を

対

象

に

、
理

学
療

法

幸

作

業

療

法

士
な
ど
の
専
門
職
が
、
個
別
の

リ
ハ
ビ
リ
相
談
・
指
導
を
行
い

ま
す
。

小
金
地
区
に

も

保
健
セ
ン
タ

ー
を
準
備
中

第
四

次
総
合
五
か
年
計
画
で

は

、
小
金
地
区
に
も
保
健
セ
ン

※
駐

車
場

は
二
十

三

台
分

あ
り

ま
す

。

地下1 階
健康記録保存室、レントゲンフィルム読影室、大会議

室、機械室など

１　　階

健康相談室(２ヵ所)、機能訓練室、生活実習訓練室、

栄養実習室、視聴覚室、小会議室、保健センター事務

室など

２　　階
検診室兼集団指導室、母子保健室、歯科保健室、プレ

ールーム、保健活動室など

３　　階 事務室、消毒室、健康管理情報室など

４　　階 設備機械室など

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
主
な
施
設

タ

ー

を

設
置

す

る

計
画
で

、
現

在

建

設

中
の

Ｊ
Ｒ

北
小

金

駅
前

再

開
発

ビ

ル
の

中
に

、「
（
仮

称

）

松

戸

市
小

金

保

健
セ

ン

タ

ー
」

市

議
会
1
2
月
定

例
会

終

わ

る

1
7件
の
議
案
を
可
決
・
同
意

市
議
会
の
１
２
月
定
例
会
が
、

1
2月

９

日
か

ら
1
9
日

ま
で

開
催

さ

れ

ま
し

た

。

平

成
３

年

度
一

般

会

計
補

正

予

算

、
条

例
の

一
部

改
正

、
契

約

の

締

結

な

ど
十

七

件

の

議
案

が

上

程

さ

れ
、
い

ず

れ

も
可

決
・
同

意

さ

れ

ま
し

た

。

議

案

の

主

な
内

容

は

次
の

と

お

り
で

す

。

補

正

予

算

▽
平
成
３
年
度
松
戸
市
一
般
会

計

補

正

予
算
（
第

四

回

）・

既

定

の

歳
入

歳

出

予

算
の

総

額

に

二

十

一
億

七

千

百
二

十

三

万

九

千

円
を

追

加

し

、
総

額

を

一

千
五

十

二

億

七
千

九

百

七

十
四
万

六
千

円
に

し
ま

す
。

条

例

の

一
部

改

正

▽
議
会
の

議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正

す

る
条

例
・

地

方

公

務
員

災
害

補

償

法
の

罰

金

の

額
の

引
き

上

げ

に

伴
い

、

所

要
の

改
正

を

す
る

た

め

▽
松
戸
市
吏
員
退
職
年
金
等
の

年

額
の

改

定
に

関

す

る

条
例

の

一
部

を

改
正

す

る

条

例

・

恩
給

法

の

改
正

に

準

じ

、
退

職

年

金

等
の

年

額

を
改

定

す

る

た
め

▽
松
戸
市
職
員
退
職
手
当
支
給

条
例

の

一

部

を
改

正

す

る
条

例
・

国

家

公

務
員

等

の

退
職

と
し
て
、
平
成
５

年
度
中
に
オ

ー
プ
ン
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま

す
。

健
康
管
理
課
保
健
計
画
係

手

当

に

準

じ

、
所

要

の

改
正

を
す

る
た

め

▽
松
戸
市
教
育
研
究
所
設
置
条

例

及
び

松

戸
市

少

年

セ
ン

タ

ー
設

置

条

例
の

一

部

を

改
正

す

る
条

例

…

教
育

委

員

会
の

移
転

に

伴
い

、
教

育

研

究
所

等
の

位

置

を

変
更

す

る
た

め

▽
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す

る
条

例

の

一
部

を

改
正

す

る

条
例
・

災

害
弔

慰

金

等
の

額
の

引

き
上

げ
を

図

る
た

め

契

約

の

締

結

▽
（
仮
称
）
松
戸
市
中
央
保
健
セ

ン

タ
ー

新

築
工

事

の

請

負

…

保
健

活

動

を

推
進

す

る

施
設

の

充

実

を

図
る

た

め

あ
な
た
の
健
康
 
1
6
9

自
律
神
経
不

安
定
の
現
れ
と
し
て

、

乗
り
物
酔
い
に
な
る
こ

と
が
よ
く
あ
り

ま

す
。

乗
り
物
酔
い
は
子
供
だ
と
幼
児
期
か

ら

発
現
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
頻

度
の
高
さ
か
ら
い
え

ば
、
学
童
期
か
ら

思
春
期
に
か
け
て
起
こ

る
ケ
ー
ス
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
後
に
な
る
と
乗
り
物
に

慣
れ
て
く
る
こ
と

も
あ
り
、
徐
々

に
少
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

原

因

は
っ
き
り
し
た
原
因
は
不
明
で

す
が
、
体
の
平
衡
感
覚
を
保
つ
機

能
に
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

す
な
わ
ち
内
耳
に
あ
る
三
半
規

管
と
呼
ば
れ
る
、
リ
ン
パ
液
の
入

っ
た
三
つ
の
半
円
形
の
組
織
が
そ

れ
で
、
上
下
・
左
右
・
前
後
の
振
動

に

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
振
動
の

刺
激
が
強
く
な
り
す
ぎ
る
と
、
三

半
規

管

が
う
ま

く

働
か
な

く
な

り
、
こ
れ

が
乗
り
物
酔
い
に
つ
な

が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
乗
り
物
酔
い
は
、
こ
の

三
半
規

管
の
問
題
だ
け
で
起
こ
る

の
で
は
な
く
、
環
境
的
要
因
・
心
理

的
要
因
・
身
体
的
要
因
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
が
重
な
っ
て
起
こ
る
も
の

で

す
。

乗

り

物

に

乗

っ

た

時
、
動

揺
の

程

度
・
不

快
臭
の
程
度
・
視
野
の
複
雑
な
動

き
・
気
圧
の
変
化

な
ど
の
程
度
が
強
い

ほ

ど
、
酔
い
を
起
こ

す
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

ま
た
心
理
的
に

抑
圧
さ
れ
た
状
態
で

あ
る
と
か
、
睡
眠
不
足
・
身
体
的
疾
患
、

特
に
消
化
器
疾
患
が
あ
る
場
合
に

、
乗

り
物
酔
い
に
陥
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

一
方
、い
つ
も
乗
り
物
に
乗
っ
て
い
て

心
身
と
も
に
慣
れ
て
い
る
場
合
は
、
乗

り
物
酔
い
に
な
り
に
く
い
も
の
で
す
。

症
　
　

状

主
な
症
状
と
し
て
食
欲
減
退
・

心
理
的
な
う
つ

状
態
・
め
ま
い
・
耳

鳴
り
・
吐
き
気
・
お
う
吐
・
頭
痛
な

ど
が
現
れ
ま
す
。
ま
た
酔
い
を
起

こ
す
子
供
に
は
心
理
的
な
要
因
の

ほ
か
に

、
自
律
神
経
機
能
の
異
常

が
多
く
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

予

防

・

治

療

精
神
的
な
暗
示

が
、
意
外
に
大

き
な

役
割
を
果
た
す
こ

と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。「
乗
り

物
に
乗
っ
て

も
自
分
は
平
気
だ
」
と
い

う
自
信

乗 り 物 酔 い
を
持
た
せ
る
こ

と
が
で

き
れ
ば
、

大
き
な
効
果
を
得
る
こ

と
が
で
き

る
は

ず
で

す
。

乗
り

物
に
乗
っ
た
ら
近
く
を
見

る
こ
と
を
避
け
、
遠
く
の
景
色
を

眺
め

る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
窓

を
開
け
て
、
新
鮮
な
空
気
を
入
れ

る
の

も
良
い

方
法
で
す
。

そ

れ
で

も

酔
う

と
い

う
と

き

は
、
乗
る
三
十
分
前
に

酔
い
止
め
の
薬

を
飲
む
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

薬
を
飲
ん
だ
と
い

う
安
心
感
が
、
酔

い

防
止
上
、
効
果

が
大
で

あ
り
、
乗
り
物

に
乗
っ
て
い
る
時
間
が
長
い
と
き
は

、

薬
を
飲
み
足
し
て

も
大
丈
夫
で

す
。

一
回
に
飲
む
量
は
き
ち
ん
と
守
り
、

飲
む
間
隔
は

、
四
時
問
以
上
あ
け
る
よ

う
に
す
る
こ

と
も
必
要
で
す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）



広報まつど[4]第７７２号

４

月

１

日

か

ら

公

共

料

金

に

消

費

税

松
戸
市
で

は
、
４
月
１
日
か

ら
、
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
の
公

共
料
金
に
消
費
税
相
当
額
を
加

算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

消
費
税
相
当

額
の
加
算
方
法

は
、
消
費
税
相
当
額
を
明
確
に

す
る
た
め
、
原
則
と
し
て
外
税

方
式
と
し

、
課
税
対
象
と
な
る

す
べ
て
の

料
金
に
三
％

を
加
算

し
、
公
平

性
を
保
つ

た
め
、
円

単

位
ま
で

徴
収
し
ま
す
。

市
の

使
用
料
・
手
数
料
条
例

に
基
づ
き
、
対
象
と

な
る
も
の

は
下

表
の
と
お
り
で

す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・

ご
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。

財
政
課

消費税の対象となる公共料金

対 象 とな る施 設等 内　　　　　　 容

○ 外 税 方 式

各市民センター 施設・備品使用料

市民会館 施設･プラネタリウム･備品使用料

北山市民会館 施設使用料

各スポーツ施設
プ ール（普通使用）を除く スポー

ツ 施設と備品使 用料

勤労会館 施設使用料

林間学園 軽井沢荘・白 樺莊使用料

婦人会館 施設使用料

市民 劇場 施設・備品使用料

公民館 施設使用料

文化ホール 施設使用料

松 雲亭 広間・茶室等使用料

戸定歴史館・戸定邸 入館料

青少年会館本館･分館 施設使用料

総合福祉会館 施設使用料

健康増進センター 施設使用料・健康増進指導料等

斎場 式場・ 霊柩車使用料

白井聖地公園 管理料

行政財産使用料 施設の目的外使用料

休日 土曜夜間歯科診療 診断書料

廃棄物処理 一般廃棄物・産業廃棄物等処分料

し尿処理 し尿処理料

道路・公園等占 用料 期間が１ヵ月 末満の占用料

公設卸売市場 施設使用料

下水道料金 下水道使用料

水道料金
水道使用料・給水申込納付金・水

源費負担金

市立病院 診断書料・特別室使用料等

○ 内 税 方 式

プ ール料金 普通使用料

松戸駅西口駐車場料金 駐車料金

相
談
の
ご
案
内

１
月
2
1
日
～
２
月
2
9
日

▽
住
宅
相
談
　
毎
週
水
曜
日
午

前
1
0
時
～

午
後
４

時

、

市
役

所

相

談
コ

ー
ナ

ー
で

▽
税
務
相
談
　
２
月
1
4
日
午

後
１

時
～
５

時

、

市

役
所

相

談

コ

ー
ナ

ー
で

▽
登
記
相
談
　
２
月
2
1
日
午

後
１

時

～
４

時
3
0
分

、

市

役

所

相
談

コ

ー
ナ

ー
で

▽
行
政
相
談
　
１
月
2
7
日
、

２
月
1
0
日
・
2
4
日
午
後
１

時

～
３

時

、

市

役
所

相

談
コ

ー

ナ

ー
で

▽
交
通
事
故
相
談
・
市
政
相
談
・

一

般

相

談
　

毎

日

午

前
８

時
3
0

分

～

午

後
５

時

（
土

曜
日

は

午

後
0
時
3
0
分
ま
で
）
、
市
民
相
談

室
で

▽
法
律
相
談
（
予
約
制
・
随
時
電

話

受
け

付

け
）
　

毎
週

火
・
木

曜

日

、
１

月
2
7
日

、
２

月
1
0
日

・
2
4日

午
後

１

時
～

５

時

、

２

月

３

日

午

前
９

時
～

正

午

、
市

役

所

相
談

コ

ー
ナ

ー
で

▽
発
明
相
談
　
２
月
1
2
日
午

後
１

時

～
３

時

、
市

役

所

相
談

コ

ー
ナ

ー
で

醴
こ

こ

ま
で

は

市

民

相
談

室

▽
経

営

・

融
資

相

談
　

２

月
５

日

午

前
1
0
時
3
0
分
～

午

後
３

時
3
0
分

、
新

松

戸

市
民

セ

ン

タ

ー
、
1
9
日

午

前
1
0
時
～

午

後

４

時

、
市

役
所

相
談
コ

ー
ナ

ー
で

商
工

課

振

興

係

▽
労
働
相
談
　
２
月
３
日
・

1
7日

午

後
１

時
～
５

時

、

市

役

所
相

談
コ

ー
ナ

ー
で

※
柏
労
働
基
準
監
督
署
（
℡
０

４
７
１
-
６
３
-
０
２
４
５

番

、
東

葛

飾

支

庁
商

工

労

政

課
（
℡
6
1
-
2
1
1
5
番
）
で

も

行

っ
て

い

ま

す

。

商
工

課
労

政

係

▽
消
費
生
活
苦
情
相
談
　
毎
日

午

前

８

時
3
0
分
～

午

後

５

時

（
土
曜
日
は
午
後
0
時
3
0
分
ま

で

）
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
℡
6
5
-

6
5
6
5

番

▽
婦
人
就
業
相
談
　
毎
週
水
・

金

曜
日

午

前
1
0
時
～
午

後
４

時
、
内
職
相
談
室
で

援
護
課
社
会
係

▽
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相

談

１
月
2
4
日
＝
市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
２
月
３
日

＝

馬

橋
支
所
、
４
日

＝

○
六
実
支

所
・
小
金
市
民
セ
ン

タ
ー
、
５
日

＝
常
盤
平
支
所
・
○
新
松
戸

市
民
セ
ン
タ
ー
、
６
日
＝
小

金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、
７
日
・

1
4日

・
2
1日

・
2
8日

＝
市

役
所
相
談
コ

ー
ナ

ー
、
い

ず
れ

も
午
前
1
0時
～
午
後
３

時

※
○
印
は
心
配
ご
と
相
談
の
み

※
人
権
相
談
は

、
千
葉
地

方
法

務
局
松
戸
支
局
(
℡
6
3
-
６

２
７
８

番
）
で
も
行
つ
て
い

ま
す
。

人

権

相
談
＝
援

護

課
庶

務

係
、
心
配
ご
と
相
談
＝
社
会
福

祉
協
議
会
℡
6
8
-
0
5
0
3
番

▽
年
金
相
談
　
１
月
2
1
日

六
実
支
所
、
2
4
日
＝
新
松

戸
支
所
、
2
8日

＝
矢
切
支
所
、

3
1日

＝
東
部
支
所

、
２
月
４

日

＝
常
盤
平
支
所
、
７
日

＝
小
金
支
所
、
1
2日

＝
小
金

原

支
所
、
1
4日

＝
馬

橋
支
所
、
1
8

日

＝
六
実
支
所
、
2
1日

＝
新
松
戸
支
所
、
2
5日

＝
矢

切
支
所
、
2
8日

＝
東

部
支
所
、

い
ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
３

時※
こ
れ
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課

へ
国
民
年
金
課
適
用
係

相
談
は
す
べ
て
無
料
で

す
。

お

気

軽
に

ご
利
用

く
だ

さ

い
。

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

所

得

税

の

確

定

申

告

２

月
1
6日

～
３
月
1
6日

の

間
に
、
所
得
税
の
確
定
申
告

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

申

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
・

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所

得
な
ど
の
あ
る
人
で
、
平
成
３

年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
が
、

扶
養
控
除
な
ど
各
種
控
除
の
額

を
超
え
る
人

②
み
な
し
法
人
課

税
を
選
択
し
た
人
③
給
与
所
得

が
あ
る
人
で

、
平
成
３

年
中
の

給
与
収
入
金
額
が
、
千
五
百
万

円
を
超
え
る
人
や
、
給
与
所
得

以
外
の

所
得
が
二
十
万
円
を
超

え
る
人

、
ま
た
は
二
ヵ
所
以
上

か
ら

給
与
の
支
払
い
を
受
け
て

い

る
人

④
譲
渡
所
得
の
あ
る
人

（
各
種
課
税
の

特
例
を
受
け
る

場
合
に
も
申
告
が
必
要
で
す
）

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の

還
付
申
告

今
月
か
ら
還
付
申
告
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
税
務
署
は
３

月
に
な
る
と
、
た
い
へ
ん
混
雑

し
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
２

月

※駐車場がありませんので車での

来署はご遠慮ください。

中
に

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申

告
で
き
る
人
・

①
医
療
費

控
除
の
あ
る
人

（
原
則
と
し
て

保
険
な
ど
か
ら
戻
っ
て

く
る
金

額
を
差
し
引
い
た
負
担
額
が
、

十
万
円
を
超
え
る
人
）
②
住
宅

取

得

等
特
別

控

除
の

あ
る

人

一
定
要
件
の
住
宅
の
新
築
、

購
入
ま
た
は
百
万

円
を
超
え
る

増
改
築
を
し
た
人
）
③
年
の
中

途
で

退
職
し
、
そ
の
後
再
就
職

し
て
い
な
い
人

申
告
に
必
要
な
一

類
・

①
医

療

費

控
除
＝
医

療
費

の

領

収

書
・
源
泉
徴
収
票

②
住
宅
取
得

等
特
別
控
除
上
家
屋
の
登
記
簿

謄
本
・
住
民
票
の
写
し
・
請
負
契

約
書
ま
た
は
売
買
契
約
書
の
写

し
・
住
宅
取
得
に
係
わ
る
借
入

金
の

年
末
殘
高
等
証
明
書
・
源

泉
徴
収
票
・
増
改
築
工
事
証
明

書
ま
た

は

建

築
確

認
通

知

書

（
百
万
円
を
超
え
る
増
改
築
を

し
た
場
合
に
限
る
）
③
中
途
退

職
し
た
人
＝
源
泉
徴
収
票
・
生

命
保
険
料
控
除
証
明
書
・
損
害

保
険
料
控
除
証
明
書
（
支
払
っ

た
社
会
保
険
料
の
額
も
確
認
し

て

く

だ
さ

い

）

贈
与

税
の
申

告

申
告
期
間
…
２
月
１
日

～
３
月
1
6日

個
人
事

業
者
の

消
費
税

の
申
告

申

告
期

限
・

３

月
3
1日

松
戸
税
務
署
℡
6
3
-
1
1
7

1
番

白
色
申
告
決
算
説
明
会

松

戸

商

工

会

館

常

盤
平
市

民
セ

ン

ター

会

場

１／28午前１０

時～

正
午

午後

１
時
～

３
時

１／22午
後
１
時
～

３
時

日

時

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
3
1日
ま
で
に

償
却
資
産
の
法
定
申
告
期
限

は
１
月
3
1日

で
す
。

平
成
４
年
１

月
１
日
現
在
、

市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を

所

有
し

て
い

る

個
人
・
法

人

は

、

市

役

所

資
産

税

課
ま

で

申

告
し

て

く

だ

さ
い

。

正

当

な

事

由

が
な

く

申

告
し

な
か
っ
た
り

、
虚
偽
の

申
告
を

し
た
場
合
は

、
過
料
等
を
科
さ

れ
た
り
、
不
利
益
な
扱
い
を
受

け
る
こ
と

が
あ
り
ま

す
の
で

ご

注
意
く
だ
さ
い

。

資
産
税
課
償
却
資
産
係

今春の小・中学校入学者は

約11,000人

今
春
４

月
に
小
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん
は
、
約
五

千
二
百
人
、
中
学
校
に
入

学

す
る
お
子
さ
ん
は
、
約
五
千

八
百
人
で
す
。

入
学
通
知
書
は
、
今
月
下

旬
に
各
家
庭
に
郵
送
す
る
予

定
で
す
。
該
当
す
る
お
子

さ

ん
が
い
て

通
知
書
が
届
か
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

醋
学
務
課
℡
6
6
-
7
4
5
7

唇

元気に通学する新入生(昨年･相模台小学校で)



１９９２年(平成４年)７月２０日

文化ホール

特 別 展

川
と
ひ
と
び
と
の
く
ら
し

坂
川
と
江
戸
川

文

化
ホ

ー
ル

で
、
特
別

展
「
川

と

ひ
と
び
と
の
く
ら
し
」
-
坂
川
と

江
戸
川
-
が
始
ま
り
ま
し
た
。
会

期
は
３

月
2
9日

ま
で

で

す
。

アジ網を使っての稚アユの採捕風景。江戸川での稚アユの特

別採捕は昭和７年 から 続いており 、ここで 裲れたアユは養老

川などで放流さ れています

開

催

中

昔
か
ら
人
は
河
川
と
深
い
関

わ
り
を
持
っ
て

き
ま
し
た
。
日

本
文
化
を
支
え
て
き
た
稲
作
も
、

水
を
供
給
し
て

き
た
川
と
の
関

わ
り
が
そ
の
基
本
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
運
送
手
段
や
漁
場
と
し

て

も
人
と
川
は
深
い
つ
な
が
り

が
あ
り
ま
す
。

近

年
、
河
川

を
取
り
巻
く
状

況
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
り

漁
具

床
下
薬
剤
散
布

床
下
や
畳
に

発
生
し
や
す

い
ノ
ミ
・
ダ
ニ

を
防
ぐ
、
床
下

薬
剤
散
布
を
２
月
３
日

か
ら

６

月
2
3
日

ま
で

行

い

ま

す

行

程
は
順

次
広
報
ま
つ
ど

に
掲
載
し
ま
す
）
。

当
日
は
市
職
員
が
各
家
庭

を
回
り
、
薬
剤
を
床
下
の
通

風

口

か
ら

散

布

し
ま

す

。
通

風

口
の

周
り

に

は

、

物
を

置

か
な
い

よ

う
お
願

い
し

ま

す
。

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

（　 ）は午後に実施

[5]広報ま

つど
期　日 散 布 町 会・自 治 会

2/30 小金原２丁目・根木内

4 小金原１丁目・小金原４丁目
5 小金原３丁目・小金原５丁目

6 小金原８丁目・小金原９丁目

7 小金原７丁目東･西･(小金原６丁目)

10
久 保 平賀 ・小 金 きよ し ヶ 丘 ・（き よ し

ヶ 丘 教 職員 住 宅 ）

12 ニツ木第１・第２

13 小金上総町･小金清志町･(小松園自治会)

14
小 金上 町 ・中 町 ・下 町 ・（ 小金 宮 元 町

・小 金 八坂 町 ・小金 本 町 ）

15 八ヶ崎福寿台

17 東平賀・東平賀城町・根木内城山

18 平賀・殿平賀

19 幸田・東平賀北・(幸田富多葉)

20
大金 平 ２丁目 ・ ３丁目 ・ ４丁 目 ・ ５ 丁

目 ・（大 金平 １丁 目 ）

21 大谷口・大谷口北・大谷口南

24 中金杉・殿平賀南

25 栗ケ沢・金ヶ作佐野・（金ヶ作門前）

26 千駄堀

27 金ヶ作

28 金ヶ作・常盤平１丁目

29 常盤平西窪町

ま
す
。
河
川
の
荒
廃
は
、
水
辺
の

遊
び
や
、
生
活
の
潤
い
を
奪
い
、

重
要
な
環
境
の
一
部
を
損
な
っ

て
い
ま

す
。

私

た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
、

江
戸
川
や
坂
川
を
手

が
か
り
に

川
の

今
と
未
来
に
つ
い
て
、
考

え
て
み
ま
せ

ん
か
。

文
化
ホ
ー
ル
℡
6
7
-
7
8
1

0
番

田舟（押し舟）

※雨で中止になった場合は、全日程終了後に実施します。

成人病予防月間事業

健康管理課

成人病予 防は自分自身で

行 事 名 日 時 会 場 内 容 対 象

基調講演会
２／４(火)

午前10時～正 午
市民 劇場

動脈硬化は治せるか-わかりやすいコレステ

ロールの話-

干葉大学医学部附属病院第２内科

齋藤　康氏

一 般 市 民

糖尿病 教室

2/13 ・14

午後１時～ ３時

30分

衛生会館

血糖値を下げるくふう

１日目　糖尿病の検査と治療　　市立病院臨

床検査科部長兼内科・松島保久氏

楽しい運動療法　健康増進センター

運動指導員・須藤諒子氏

２日目　食事療法のポイント

市立病院管理栄養士・長田正明氏

定員:60 人

電話で健康管理課保健計画係へ

糖 尿 病

患者と

家族

心臓病予防

教室

2/24)

午後１時～ ３時

30分

心臓病と血圧一心筋梗塞・狭心症の予防と血

圧管理一

市立病院循環器内科部長・村山　絋氏

定員:60 人

電話で健康管理課保健計画係 へ

高血圧・高

脂血症患者

と家族

成人病講座

2/26

午後３時～４時

30分

老年医学―高齢者の医療を考える一

市立病院副診療局長兼内科部長

・大島仁士氏

看護およ び

介護関係者

医 学 講 座
2/16

午前10時～正午
勤労 会館

若い人のための医学講座-心と身体の健康-

市立病院副診療局長兼内科部長

・大島仁士氏

一 般 市 民

献 血
詳細はフページの保 健衛生欄をご 覧く ださい。

一 般 市 民

が ん 検 診 該　当　者

老
人
大

学
校

学
生

募
集

募
集
期
間
２
月
１
日

～
2
0

日
　

対
象
県
内
在
住
の
六
十

歳
以
上
の
人
　

定
員
総
合
福
祉

科
＝
七

十

人

、
生

活

科

学

科

三
十
一
人
、
園
芸
科
＝
七
十
人

校
舎
浅
間
台
校
舎
（
上
矢
切
二

九
九
-
1
総
合
福
祉
会
館
内
）

費
用

無
料
（
実
習
費
用
な
ど
の

負
担
あ
り
）
　
入
学
願
書
な
が

い

き
課
、
各
老
人
福
祉
セ
ン

タ

ー
、
東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉
課

で
配
布

県
老
人
大
学
校
事
務
局
℡

0
4
7
2
-
6
6
-
4
7
0
5
番

北

松

戸

橋

架

け

換

え

工

事

で

周

辺

市

道

が

通

行

止

め

に

通

行

止

め

期

間

今

月

か

ら

１１

月

ま

で

の

予

定
　

対

象

一

般

車

両

（

自

転

車

を

除

く

）

道
路
課

国

民
年

金
へ
の

加
入

を
忘

れ

て

い
ま

せ
ん

か

年
金
を
受
け
る
に
は
二
十
五

年
以
上
の
納
付
（
免
除
期
間
を

含
む
）
が
必
要
で
す
（
厚
生
年

金

、
共
済
組
合
加
入
期
間
が
あ

れ
ば
合
算
さ
れ
ま
す
）
。

国
民
年
金
に
は
六
十
五
歳
ま

で
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
た

め
、
四
十
歳
に
な
る
人
で
も
間

に
合
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

年
金
相
談
も
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
４

ペ
ー
ジ
の
「
相

談
の

ご
案
内
」
参
照
）
。

国
民

年
金
課

馬

橋

駅

西

口
地

区

の

一
部

の

町

名

地

番

が

変

わ

り

ま

し

た

１
月
１
１
一
日
市
か
ら
馬
橋
駅
西

口
地

区

の

一

部
の

町

名

地

番

が

「
新

松

戸

南
三

丁

目

」

に

変
更

に

な

り

ま
し

た

。

郵

便

物

な

ど
に

は

新
し

い

町

名
地

番

を
お

使

い

く

だ

さ
い

。

新 町 名 新松戸 南三丁目

変更地区 小金字三反割の全 部

総
務
部
庶
務
課
町
名
整
備
係

移
動
図
書
館

車
の
駐
車
場

が
変
わ
り

ま
し

た

移
動

図

書

館
車
（
み

ど

り
号

）

の

駐

車
場

の

う
ち

、
北

松

戸

仲

台
公

園
は

、

工

事
の

た

め

北
之

台

公

園
へ
臨

時
に

変
更
し

ま
す
。

期

間

２

月
2
0
日

ま
で
　

駐

車

日

時

毎
週

木
曜

日

午

前
1
0
時

5
0分

～
１１
一
時
3
0
分
　

場

所
北

之

台

公

園
（
北

松

戸
二

丁

目

一
七

、

下

図

参
照

）

図
書
館
℡
6
5
-
5
1
1
5
番

松
戸
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
決
定

最
優
秀
の
市
場
さ
ん（
西
馬
橋
相
川
町
）
と
作
品

昨

年
1
0
月
に

行

わ

れ
た

松

戸

ま

つ

り

の

写

真

コ

ン

テ

ス

ト

（
松

戸

市

観

光
協

会

主
催

）

の

入

賞

作
品

が
決

ま

り
ま

し

た

。

応

募

総

数
七

十

八

点
の

中

か

ら

十

四

点

が
選

ば

れ

、
上

位

入

賞

者

は
次

の

と
お

り

で

す

。

前
回
の
松
戸
ま
つ

り
賞
に

続
い
て
、
最
優
秀
賞
を
い
た

だ
き
喜
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
一
生
懸
命

に
演
奏
す
る
バ
ン

ド
と
、
そ

の
前
で
演
奏
と
は
関
係
な
く

は
し
や
ぐ
子
供
の
姿

の
対
照

が
面
白
い
と
思
っ
て

撮
っ
た

も
の
で
す
。

面
白
い
視
角
か
ら
捕
ら
え
た

作
品
や
、
松
戸
ま
つ

り
の
一
瞬
を

見
事
に
画
面
に
浮
か
び
上

が
ら

せ
た

作
品

も
多

く
あ

り
ま

し

た
。多

数
の

ご
応
募
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
最

優
秀
賞
〕
市
場
源
義
〔
優

秀
賞
〕
伊
藤
洋
一
・
斎
藤
勇
・

渋
澤
志
委
（
敬
称
陷
）

松
戸
市
観
光
協
会
℡
6
4
-
3

1
1
8

番

高等学校入学資金の

貸し付けを受け付けています

今
春
、
高
校
へ
入
学
す
る
生
徒
が
い
て
、

経
済
的
理
由
で
入

学
が
困
難
な
保
護
者
に
、

高
等
学
校
入
学
資
金
を
お

貸
し
し
ま
す
。

貸
付
限

度
額
…
三
十
万

円
以
内
（
公
立

と
私
立
で

は
額

が
異
な
り
ま
す
）

対
象
…
①
成
績
良
好
、
品
行
方
正
で
出

身
中
学
校
長
が
推
薦
し
た

健
康
な
生
徒
で

あ
る
こ

と
②
保
護
者
が
引
き
続
き
一
年
以

上
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ

と
③
市
内

に
居
住
す
る
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
得
ら

れ
る
こ
と

受
付

期
間
・

１

月
2
8日

ま
で

（
１
月
2
5

日
・
2
6日
は
除
く
）

受
付
時
間
…
午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５

時
援
護
課
援
護
係

日 程 表



広報まつど[6]第７７２号

新

春
陶

芸

一
日

教

室

２
月
７
日

午
前
９
時
3
0分

ま
た
は
午
後
２
時
か
ら
　

会
揚

陶
松
（
市
立
病
院
裏
）
　
定
員

十
二
人
　

費
用
五
百
円
（
陶
土

代
な
ど
は
別

）

縄
文
土

器
を
作
る
会
・
小
堀

℡
6
8
-
7
7
2
6
番

生
涯

学

習
講
座

・
幸

福
へ

の

パ

ス
ポ

ー
ト

（
親
の

幸
せ

・

子

の
幸
せ

）

１
月
2
6日

午
後
１

時
3
0分

～
３

時
　

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
無
料

倫
理
研
究
所
東
葛
支
所
・
寺

嶌
℡
8
1
-
1
2
7
2
番

講
座
・
講
演

音
楽

の
広

場

（
合
唱

講
座

）

１
月
2
8日

午
後
１

時
3
0分

～
３
時
3
0分
　
会
場
市
民
会
館

音
楽
室
　

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二

千
七
百
円

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
℡

6
6
-
７
４
６
２
番

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
入

門
養

成
講

座
（

一
日

手
話

入
門

教
室

）

２
月
1
4日

午
前
1
0時
3
0分

～
午
後
３

時
1
5分
　

会
場
柏
市

教
育
福
祉
会
館
　

対
象
県
内
在

住
の
人
・
先
着
八
十
人
　

内
容

手
話
に
つ
い
て
の

講
演
と
実
技

電
話
で
東
葛
飾
支
庁
社
会
福

祉
課
℡
6
1
-
2
1
1
4
番
へ

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

児
童
育

成

指
導
者

養
成

講
座

２
月
2
5日
㈹
～
３

月
ｎ

日
團

の
う
ち
六
日
間
、
午
前
1
0時
～

正

午
　
会
揚
婦
人
会
館
　

費
用

無
料

照
こ
ど
も
課
管
理
係

難
病

相
談

講
演

会

１
月
3
0日

午
後
１

時
～
４

時

会
場
松
戸
保
健
所
　
内
容

旭
神
経
内
科
病
院
長
・
旭
俊
臣

氏
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
リ
ハ

ビ
リ
に
つ
い
て

」
ほ
か
　

費
用

無
料松

戸
保
健
所
保
健
指
導
課
℡

6
1
-
２
１
２
１
番

人口と世帯 （1月1日現在）

(
)
は
前
月
比

459,811 人　　（＋40）

233,937 人　　（－45）

225,874 人　 （＋85 ）

165,467　　　（＋115 ）

〇人口

男

女

〇世帯

野
鳥

観
察

会

（
銚
子

港
）

２
月
２

日

午
前
７

時
5
0分

松
戸
駅
東
ロ
デ
ッ
キ
上
集
合
、

午
後
３
時
現
地
解
散
〔
雨
天
の

場
合
は
９

日

に
延
期
〕
　
　行

き
先
銚
子
港
　

費
用
無
料
（
交

通
費
は
自
己
負
担
）
　
　持
ち
物

筆
記
具
・
昼
食
な
ど

当
日
集
合
場
所
で

公
園
緑
地
課
小
鳥
を
呼
ぶ
係

父
子

・
母

子
家

庭
の

た
め

の

父
親

講
座

・
母

親
講

座

１
月
2
6日
、
２
月
２
日

・
９

日
・
2
3日
の
各
日

曜
日
、
午
前

1
0時
～
午
後
１

時
3
0分
（
全
四

回
の
出
席
が
必
要
で
す
）
　
会

場
浦
安
市
母
子

福
祉
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
新
浦
安
駅
、地
下

鉄
東
西
線
浦
安
駅
か
ら

バ
ス

あ

り
）
　

定
員
先
着
五
十
人
　
内

容
楽
し
い
わ
が
家
作
り
を
目
指

す
父
子
・
母
子

家
庭
の
父
親
・

母
親

を
対
象
と
す
る
心
理
学
訓

練
講
座
　

講
師
新
家
庭
教
育
協

会
理

事
長
・
山
崎
戻
二

氏

※
託
児
あ
り

匣
援
護
課
庶
務
係
ま
た
は
福
祉

事
務
所
福
祉
係
へ

フ
ァ
ン

タ

ジ
ー
講

座

１
月
2
5日
出

午
前
1
0時
3
0分

～
午
後
0
時
3
0
分
　
会
場
市
民

劇
場
会
議
室
　
内
容
「
冒
険
者

た
ち
」
　
（
ガ
ン
パ
と
十
五
ひ
き

の
仲
間
）
を
語
る
　

講
師
児
童

文
学
者
・
斎
藤
惇
夫
氏
　

費
用

無
料松

戸
親
子
読
書
会
・
松
本
℡

8
7
-
０
７
２
１
番

教

育

講

演

会

「
７

か

国

語

で

話

そ

う

」

２

月
６

日

午

前
1
0
時
～

正

午
　

会

場

流
山

市

南

流
山

セ

ン

タ

ー
（
Ｊ

Ｒ

南

流

山
駅

下

車

徒

歩

五
分

）
　
　
講
師

言
語

交

流

研

究

所

顧

問

・
榊

原
　

陽

氏

言
語
交
流
研
究
所
・
関
口
 
℡

6
7
-
４
７
０
２
乙
番

家
庭

看
護

教
室

対
象
将
来
の
た
め
に
家
庭
看

護
を
勉
強
し
た
い
人
、
家
族
に

お
年
寄
り
や
病
人
の
い
る
人

定
員
先
着
三
十
人
（
男
性
歓
迎
）

１
月
2
5
日
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

・
電

話

番
号

・

参

加

動
機

を

記

入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本

七

松

戸

保
健

所

保

健

指
導

課

家

庭
看
護
教
室
担
当
(
℡
6
1
-
2

1
2
1

番
）

へ

期 日 時 間 内 容 会 場

1/31

午後1 時

～ ４時

オリエンテーション

○高齢化社会を迎えて
ｏ家庭看護の心構え

松戸保
健所

2/7

○いざという時役立つ福祉制度

○家庭看護の実際（病室の整え
方・床ずれの原因と予防）

14
ｏ家庭看護の実際〔寝床の清潔
(実習)・老人の皮膚の特徴と

清潔(実習)〕

21

午前９時30分

～ 午後３時

○特別養護老人ホーム｢緑風園｣
の見学実習
老人の特徴について

緑風園

28

午前９時30分

～午後１時30分

○高齢者の栄養と食事
調理実習と会食

実年期の過ごし方

松戸保健
所

3/6

午後1 時

～ ４時

Ｏ家庭でのリ ハビリ

座談会
修了式

製
本

講
習

会

１
月
3
1日

午
後
１

時
3
0分

～
４

時
　
会
場
市
民
劇
場
　
内

容
こ
わ
れ
本
の
粘
着
テ
ー
プ
に

よ
る
補
修
製
本
　
講
師
島
原
安

三
氏
　

定
員
一

般
市
民
・

先
着

十
五
人
　

持
ち
物
こ
わ
れ
本
二

冊
・
カ
ッ
タ
ー
・
金
づ
ち
・
は

さ
み
・
物
差
し
・
目
玉
ク
リ
ッ

プ
大
二
個
　

費
用
無
料

電
話
で
市
立
図
書
館
℡
6
5
-

5
1
1
5
番
へ

労
務
管
理
講
座

２
月
１
２
日
午
後
１
時
3
0
分

～
４
時
3
0
分
　
会
場
勤
労
会
館

内
容

こ

れ
か

ら

の

労

務

管
理

に

つ
い

て

（
時
短

・

育

児

休

業
を

中

心
と

し
て

）
　
　
講

師

宇

都
宮

大

学

講
師

・

松
岡

二

郎

氏
　

対

象

市
内

事

業

所
の

経

営

者
と

労

務
担

当

者
　

定

員
先

着

百
人

費

用
無

料

電
話

で

商
工

課
労

政

係
へ

パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室

（
夏
休
み

青
少
年
教
室
で
）

お
知
ら
せ

２

月
は

相

続
登
記

促

進
月
間

で

す

期
間
中

、
県
下
の

各
司
法
書

士
事
務
所
で
は
、
無
料
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で

、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

千
葉
司
法
書
士
会
松
戸
支
部

℡
6
2
-
1
2
1
6
番

ボ
ケ
老
人
と
は
？
　
そ
の
お
せ
わ
の
仕
方
教
室

3/4 2/26 2/19 2/12
期日

午後１ 時30分～３時30分
時間

●利

用
で
き

る
福
祉
制
度

等

●映

画「

痴ほ

う
性
老
人
の
介
護

●
話
し
合
い
お
よ
び
終
了
式

●施

設

見学-

特別

養

護老

人

ホー

ム

「松

寿園

」-

・

講
演

「
ボ
ケ
の
医

学
」

●懇

談
会

「問

題
行
動
へ
の

対
応
」

●
あ
い

さ
つ

●講話

「ボケ

の老人をかかえる家族」

・

話
し
合
い

内

容

市

職
員

市立

病
院
神
経
内
科
部
長
・

北
野
邦
孝
氏

国立精神・保健センタ精神保健研究所老化
研
究

室
長
齊

藤
和
子
氏

ぽけ
の
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会

千
葉
県
支
部
世

話
人
代
表
・

永
島
光
枝
氏

講

師

会
揚
東
葛
飾
合

同
庁
舎
四

階

会
議
室
　
対
象
痴
ほ
う
性
老
人

を
抱
え
た
家
族
や
痴
ほ
う
症
に

関
心
の
あ
る
人
・
先
着
三
十
人

回
痴
ほ
う
屁
の
あ
る
人
も
、
家

族
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す

電
話
で

健
康
管
理
課
保
健
計

画
係
へ

趣
味
を
増
や
そ
う

青
少
年
教
室

教室名 日 時 会 場 定 員 費 用 講 師

海外文通

教室

2/8 ～3/28

の毎週土曜

日(計8回)、

午後２時

～４時

青少年

会　館

本　館

小３以

上20人
1,000円

東葛国際親

善クラブ

中沢典子氏

パンフラ

ワー教室
2/9 ～3/15

の毎週日曜

日(計6回)、

午前９時30

分～11時30

分

稔　台
市民セ
ンター

小３以

上20人

各

2,000円

ミガホンア

カデミー

田中元子氏

クッキー

教室

小４以

上20人

お菓子のア

トリエ

植本愉利子

氏

対

象
市
内
在
住
・
在
学
の
青
　

番
号
・
学
校
名
・
学
年
・
希
望
教

少
年
で
初
心

者
　
　
　
　
　
　
　

室
名
を
記
入
し
、
〒
2
7
0
松
戸
市

２
月
１
日
必
着
で
、
往
復
　
　
　
新
松
戸
南
ニ
-
ニ
松
戸
青
少
年

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
　
会
館
(
℡
4
4
-
8
5
5
6
番
）
へ

な

ん
で

も
相
談

２

月
２
日
照
午
前
1
0時
～
午

後
３

時
　

会
揚
伊
勢
丹
松
戸
店

十
一
階
イ
レ

ブ
ン
ス

ポ
ッ
ト

内
容
法
律
・
税
金
・
相
続
・
不

動
産
売
買
・
登
記
・
住

宅
・

イ

ン
テ
リ
ア
・
教
育
ほ
か
の
相
談

茴
松
戸
商
工
会
議
所
℡
6
4
-
3

1
1
1

番

文
化

財
防

火

デ
ー

１
月
2
6日

午
前
1
0時
か
ら

会
場
本
土
寺
境
内
　

内
容
文
化

財
の
消
防
訓
練
（
昭
和
2
4年
に

法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
け
た
１

月
2
6日
が
文
化

財
防
火
デ
ー
と

さ
れ
て
い
ま

す
）

社
会
教
育
課
文
化
財
係
℡
6
6

-
7
4
6
2
番

消
費
者
知
識
の
学
習
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
役
所
内
に
あ
る
松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
は
、

消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
相
談
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん

が
正
し
い
消
費
者
知
識
を
持
つ

た
め
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
セ
ン
タ
ー
の
概
略
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

私

た

ち

が

、
合

理

的
で

健

全

な

消

費

生
活

を

営

ん
で

い

く
た

め

に

は

、
正

し
い

消

費

者

知
識

を

持
つ

こ

と

が
大

切

で

す

。

松

戸

市

消
費

生

活

セ
ン

タ

ー
で

は

、

消
費

生

活

相
談

の

受

け

付
け

・
処

理

を

行
う

と

と

も
に

、

消
費

生
活

向
上

の

た

め
の

情

報
収

集
の

場

と

な

る
よ

う
に

、
各

種

資

料
を

用

意

し
て

い

ま

す

。

セ

ン

タ

ー
内
で

の

閲

覧

だ

け
で

な
く

、

貸
し

出

し

も

し

て

い
ま

す

の

で

、

お
気

軽

に

ご
利
用

く

だ

さ
い

。

書
籍

・
衣

食

住
関

係

の

実

用

書
や

、

基

本

的

な
契

約

知

識
の

習

得

の

た
め

の

本

を

中

心

に
そ

ろ

え
て

い

ま

す

。
ま

そ
の
場
で

ビ
デ
オ
も
見
ら
れ

ま
す

だ

二
百

冊

程

度
で

す

が
、

今

後

も

計
画

的

に

収

集
し
て

い

き

ま

す
の

で

、

ご
希

望
の

本

が

あ

る
場

合

は

、

係
員

に

お

申
し

つ

け

く

だ

さ
い

。

雑

誌

・
新

聞

…

最
新

の

消

費

生
活

の

話

題
や

商
品

テ
ス

ト

結
果

な

ど

を

知

り
た
い

人

に
お
勧
め
し
ま
す
。
バ
ッ
ク

ナ

ン

バ

ー
も

あ
り

ま

す

（
別

表
１

参

照

）
。

ビ

デ
オ

テ

ー

プ
（
Ｖ

Ｈ

Ｓ
）

・

グ
ル

ー
プ
で

の

学
習

会
や

家
庭

で

の

消

費
者

教

育
に

最

適
で

す

。

食

生
活

や

訪
問

販

(別表２)ビ デ オタ イト ル雑誌・新 聞一覧 （ 別表１ ）

消 費 生 活 セ ン タ ー

t〉楊　　 所 …市役所 別館１階

r〉開館時間 …午前８時30 分～午後５時

(土曜日は午後0時30分まで)

c〉休 館 日…日曜日、祝日 、第２ ・第

４土曜日、年末-年始

c〉電 話番号 …65-6565 番

売
・
ク
レ
ジ
ッ
卜
に
関
す
る

も

の

な

ど

、
約

六
十

タ
イ

ト

ル

（
別

表
２

参
照

）
。

パ

ン
フ

レ

ッ

ト

類

・
市

や

県
が
発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

卜

や

、
い

ろ

い
ろ

な

業
界

の

団

体

な
ど

が
発
行

し

た

パ
ン

フ

レ

ッ
ト

類

を

置
い

て

あ

り

ま

す

。

ご
自

由
に

お

持

ち
い

た

だ
け

ま

す

。

消

費
生

活

課
消

費

生

活

係

○食品添加物　-現状と課題－

Ｏ食生活を 見直そう

〇子ど もをむしば む食生活

○貧血と食生 活

○あぶない飲 み水

○くらし と契 約

○うまい手口にご用心－あなたを狙

う 悪徳商法

○信用はあなたの 財産

やさしいローン･クレジット の話

○家電 製品の正しい使い 方

〇めざ せご み減らし

(一 部ｲ乍品のみ掲載)

Ｏ暮らしの 手帖

○たし かな目

○月刊消費者

○消費と生 活

○国民 生活

○生活と科学版

○生活行政情 報

○消費者リポ ート

○日 本消費経 済新聞

○消費生活新 報

〇ニッポン消費者新聞



1992年(平成４年)1月２０日[7]広報ま

つど

情報ご参加ください

催
し
物

福

祉
バ

ザ

ー

２

月
２
日

午
前
1
0時
～
午

後
１

時
3
0分
　

会
場
市
民
会
館

料
理
教
室

※
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
品
物

(
日
用
雑
貨
・
新
品
に
準
ず

る
衣
料
・
手
芸
作
品
・
食
料

品
・

書
籍
・
文
具
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
１
月
2
9日

ま
で
に
、
福
祉
作
業
所
ひ
ま

わ
り
（
上
本
郷
四
-
四
五
四

〇

）
へ

松
戸
手
を
つ

な
ぐ
親
の
会
福

祉
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
℡
6
7
-

9
5
8
4

番
（
午
前
1
0時
～
午

後
３

時
）

第

一
回
松

戸
市

民
文

化
祭

１
月
2
6日

午
後
１

時
開
演

会
揚
市
民
会
館
　
内
容
松
戸
ス

イ
ン

グ
セ
ピ
ア
・
松
戸
市
民
吹

奏
楽
団
・
松
戸
シ
テ
ー
フ
ィ

ル
の
演
奏
と
松
戸
市
民
劇
団
の

公
演
　

費
用
五
百
円

松
戸
新
聞
社
・
小
河
原
℡
8
6
-

1
4
5
1
1

番

千

葉
県

発
明
考

案

展

２
月
2
1
日
～
2
5
日
　
会

場
ら
ら
ぼ
ー
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
ク

セ
ン
タ
ー

(
社
)
発
明
協
会
千
葉
県
支
部
℡

0
4
7
2
-
2
2
-
0
6
6
8
番

第

三
回

オ
リ

ジ
ナ

ル
コ

ン
サ

ー
ト
・

童
謡

か
ら

演
歌

ま
で

１

月
2
6日

午
後
２
時
～
４

時
　

会
場
市
民
会
館
音
楽
室

費
用
無
料
　

内
容
作
曲
発
表

響
の
会
・
菅
原
℡
9
2
-
1
6

1
0

番

け

や
き
通

り
コ

ン
サ

ー
ト

小
林
彰
英
・
晴
美
-
愛
の
二

重
唱
-

１
月
2
5日

午
後
２

時
3
0分

開
演
　
会
揚
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
千
円

加
藤
℡
8
4
-
6
0
7
9
番

松

嶋

理

恵

ピ

ア

ノ

リ

サ

イ

タ

ル
１

月
2
4
日

午
後

６

時
3
0
分

開

演
　

会

揚

市

民
劇

場
　

内

容

バ
ッ
バ
・
バ
ル
テ
ィ
ー
タ
第
四

番
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
ソ
ナ
タ
Ｋ

３

１

０

番

な

ど
　

費

用

八
百

円

松
嶋
℡
8
7
-
8
5
3
5
番

ス
ポ
ー
ツ

家
庭

婦
人

卓
球

大
会

２
月
４
日

午
前
９
時
か
ら

会
場
運
動
公
園
体
育
館
　
対
象

市
内
在
住
在
勤
の

家
庭
婦
人

内
容
ニ

ダ
ブ
ル
ス
・

一
シ
ン
グ

ル
ス
の
団
体
戦
　

費
用
四
百
円

１
月
2
8日

午
前
1
0時
か
ら

運
動
公
園
体
育
館
会
議
室
で

家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・
西
村

℡
4
5
-
0
9
8
8
番

卓

球
大

会

２
月
２
日

・
９
日

、
午

前
９
時
～
午
後
１
時
　

会
場
小

金
原
体
育
館
　
費
用
三
百
円

当
日
会
場
で

崑
体
育
指
導
委
員
・
松
丸
℡
4
3

-
6
6
0
8
番

松
戸

市

野
球

協
会
参

加

登
録

の
申

し

込
み

２
月
1
6日

午
前
９
時
～
午

後
３

時
　

会
場
運
動
公
園
武
道

館
会
議
室
　
費
用
年
三
万
円

高
野
℡
4
1
-
9
6
4
3
番

募
集
し
ま
す

手
づ

く
り
作

品

展
示
即

売
会

「
ふ

れ
あ

い
の
店

」
作

品
を

募

集内
容
六
十
歳
以
上
の
人

、
障

害
の
あ
る
人
に
よ
る
手
づ
く
り

の

作
品
　

展
示
即
売
会
場
柏
そ

ご
う
プ
ラ
ザ
館
八
階
催
事
場

展
示
即
売
期
間
２

月
2
6日

～

３
月
２
日

１

月
2
7日

ま
で
に

、
な
が

い
き
課
ま
た
は
し
あ
わ
せ
課
へ

な
が
い

き
課
福
祉
係

水
道

モ
ニ

タ

ー
を
募

集

内
容
懇

談
会
・
施
設
見
学
な

ど
へ
の
参
加
（
年
に

各
一
回
程

度
）
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
（
年

に
二
～
三
回
程
度
）
、
意
見
・

要
望
な
ど
の
提
出
（
随
時
）

謝
礼
年
一
万
円
（
予
定
）
。
懇

談
会
へ
の

参
加
に
は
、
旅
費
を

別
途
支
給
し
ま
す
。
　

任
期
４

月
～
平
成
５
年
３

月
　
定
員
五

十
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
選

考
し

、
結
果
は
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
）
　
対

象
県
営
水

道
を
使
っ
て
い
る
二
十
歳
以
上

の
人２

月
2
9日

〔
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
往
復
（

ガ
キ
に
水
道

に
つ
い
て

思

っ
て
い

る

こ

と
（
二

百

字

程
度

）
・

住

所
・

氏

名
（
ふ

り

が

な
）
　・

年
齢

・
職

業

・

電

話

番
号

を

記
入

し

て

、

〒
2
8
0千

葉
市
長
洲
一
-
九
-
一
千
葉
県

水
道
局
管
理
部
総
務
企
画
課
（
℡

0
4
7
2
-
2
3
-
4
5
0
0
番
｝

へ乳
が
ん
検
診

市
民

サ
ン

デ
ー

ス
ケ

ー
ト

教

室
（
フ

ィ
ギ
ュ

ア

ス
ケ

ー
ト

）

２
月
２
日
～
2
3日
の
毎
週
日

曜
日

、
午
前
８

時
3
0分
～
1
0時

3
0
分
　
会
揚
新
松
戸
ス
タ
ー
ラ

ン
ド
　
対
象
市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
小
学
生
以
上
の
人
・
百

五
十
人
　

費
用
四
千
円

（
指
導

料
・
貸
靴
・
保
険
料
含
む
。
前

日
ま
で
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
）

東
北
小
金
駅

午
前
８

時
発
の
無

料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

松
戸
市
ス
ケ
ー
ト
連
盟
事
務
局

遺
跡

の
発

掘
調
査

参
加

者
を

募

集内
容
出
来
山
遺
跡
（
先
土
器

時
代
・
縄
文

時
代
）
の

発
掘
調

査
　
揚
所
松
戸
市
千
駄
堀
（
県

立
西
部
図
書
館
裏
）
　
　期
間
３

月
3
1日

ま
で
　

勤
務
時
間
午

前
９

時
～
午
後
４

時
3
0分
　

賃

金
一
日
五
千
三
百
円

電
話
で

社
会
教
育
課
文
化
財

係
℡
6
6
-
7
4
6
2
番
へ

保

健

衛

生

2
7

2
5

１８ １３ ６

２
／
４ 3

0
2
8

１
／
2
1

期

日

市
民
会
館

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

衛
生
会
館

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

会

場

受

付

時

間

対

象
市
内
在
住
の
三
十

歳
以

上
の
女
性
（
今
年
度
、
市
内
受

託
医
療
機
関
で
受
診
し
た
人
は
、

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
　
　費
用
百

W

円
（

生
活

保

護
・
市

民

税

非
課

税

世

帯

、
老

人
医

療
対

象

は

無
料

）

当
日

会

場
で

健

康
管

理

課

業
務

係

（
新

松

戸

ス

タ

ー
ラ

ン

ド
内

）

℡
4
1
－
2
1
2
1
番
・
フ
ァ
ク

ス
番
号
4
5
-
2
0
8
1
番
へ

バ

ド
ミ

ン
ト

ン
教

室

２
月
９
日

・
1
6日

、
午

前
９

時
～
正
午
　

会
場

高
木
二

小
体
育
館
　
対
象
初
心

者
　
費

用
保
険
料
二
百
円
　

持
ち
物
上

履
き
用
運
動
靴
（
ラ
ケ
ッ
卜
の

あ
る
人
は
ラ
ケ
ッ
卜
持
参
)

当
日

会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
菊
池
℡
8
7

-
1
5
6
5
番

発
掘
風
景

胃

が
ん

検
診

の
追

加
実

施

期
日
１
月
2
9日

・
3
0日

・

3
1日

、
２
月
３
日
　

受
付

時
間
男
性
＝
午
前
９

時
1
0分
～

９
時
3
0分
、
女
性
＝

午
前
９

時

3
0分
～
1
0時
3
0分
　

会
揚
衛
生

会
館
　
対
象
市
内
在
住
の
四
十

歳
以
上
の
人

費
用
五
百
円
（
生

活
保
護
世
帯
・
老
人
医
療
受
給

者
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無

料
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
平
成
３

年
度
に
す
で
に

申
し
込
み
を
し
て
、
受
診
し

て
い
な
い
人
は
、
問
診
票
を

持
参
し
て

く
だ
さ
い

。

※
受
診
日
の
前
日

夜
９

時
以
降

は
、
一
切
の

飲
食
を
し
な
い

で

く
だ
さ
い

（
水
・
タ
バ
コ

も
い
け
ま
せ
ん
）。

健
康
管
理
課
業
務
係

譲

り

ま

す

【
家
具
】
◆
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

七
千
円
◆
病
人
用
パ
イ
プ
ベ

ッ

ド
無

料

◆

洋
服

だ

ん

す
二

千
円

◆

茶

だ

ん
す

二

千

円
◆

食

卓
用

テ

ー

ブ
ル

・

い

す
五

点

五
千

円

◆

食

卓
用

テ

ー

ブ

ル

無
料

◆

折

り
畳

み

式

座

卓

二

千
円

◆

電
子

レ

ン

ジ

台
五

千
円
◆
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
ス

ク
（
い
す
付
)
千
円
◆
食

卓
用

い

す

四
脚

二

千

円

【
電
気

製

品

】
◆

乾

燥

機
五

千
円

◆

小

型

冷
蔵

庫

千
円

◆

防

水
ラ

ジ

オ
三

千

円

◆
ス

テ

レ

オ
六

千

円
◆

ス

テ

レ

オ
チ

ュ
ー
ナ
三
千
円
◆
電
気
こ

た
つ

千

円

◆

パ
ソ

コ

ン

一
万

円

◆

デ
ィ

ス

プ
レ

ー
と

プ
リ

ン

タ

ー
一
万

円

◆

布

団

乾
燥

機
六

千

円

◆
加

湿

器

一
万

円

◆
コ

ー
ヒ

ー
メ

ー

カ

ー
九

千

麻

し

ん

予

防

接

種

対

象
生

後

十
二

ヵ

月

～
七

十

二
ヵ

月

未

満
　

申
し

込

み

が

必

要

な
人

麻
し

ん
の

予

防

接

種
を

受
け

て

い

な
い

人
で

、

問

診
票

を
持

っ
て

い

な
い

人
　

申
し

込

ま

な

く
て

よ
い

人

平

成
２

年
１９
一

月
１
日
～
平
成
３
年
１
月
3
1
日

生
ま

れ

の
人

に

は
２

月
上

旬

に

直
接

問

診
票

を

送

り

ま
す

。

Ｍ
Ｍ

Ｒ
（
麻
し

ん
・
お
た

ふ
く

か

ぜ
・
風

し
ん

）
・

お
た

ふ
く

か

ぜ
予
防

接
種
（
希

望
接

種
）

対
象
生
後
十
八
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ
月
未
満
　

申
し
込
み
が
必

要
な
人
Ｍ
Ｍ
Ｒ
＝

麻
し
ん
未
接

種
者
で

、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の
接
種
を
希

望
し

、
問
診
票
を
持

っ
て

い
な

い
人

、
お
た
ふ

く
か
ぜ
＝

麻
し

ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
で

、

お
た
ふ
く
か
ぜ
の
単
独
接
種
を

希
望
し
、
問
診
票
を
持
っ
て
い

な
い
人

円

◆

電

気
炊

飯

器

（

一
升

炊

言

五

千

円

【
子
供

用

品
】

◆

ベ
ビ

ー
だ

ん

す
千

円
◆

ベ

ビ
ー

バ
ス

五

百

円

・

千
円

◆

Ａ
型

ベ

ビ

ー

カ
ー
二
千
五
百
円
◆
お
ぶ
い

ひ

も

千
円

◆

ベ
ビ

ー
フ

ェ

ン

ス
五
千
円
◆
お
ま
る
無
料
◆

ツ

リ

ー

・
メ

リ

ー

五
百

円

◆

ベ
ラ
ン
ダ
落
下
防
止
ス
ト
ッ

◆

耐

熱

ガ
ラ

ス

な

べ
二
千

円

◆

茶

器

五
百

円

◆

腹

筋
運

動

機

能
付

き

健

康
歩

行

器
七

千

円

◆
五

月
人
形
コ
イ

引

き
（

ケ

ー
ス

入

り

）
千

円

◆

五
月

人

形

弁

慶

（

ケ

ー
ス
入

り
）

無

料
◆

こ

た
つ

の

上

掛
け

二

千

円

◆

敷

き

布
団

三

千

円
◆

旅

行
か
ぱ
ん
（
海
外
用
）
　
一
万

円
◆
キ
ャ
リ
ー
カ
ー
二
百
円

不

用

品

情

報

パ

ー
五
百

円

二

点

【
ス

ポ

ー
ツ

・

楽

器

】
◆

十

二

弦
フ

ォ

ー
ク

ギ

タ

ー
五

千

円

◆

ピ
ア

ノ

無

料
◆

卓

球

台

セ
ッ
卜
五
千
円

【
日

用

雑
貨

】

◆
足

踏

み

ミ

シ

ン

千
円

二

台

◆

ク
リ

ー
ン

オ

イ
ル
ヒ

ー
タ

ー

一
万

円

◆

ガ

ス
フ

ァ

ン
ヒ

ー

タ

ー
一
万

円
◆

台

所

用

ワ

ゴ
ン

三

千
円

※
以
前
の
問
診
票
を
持

っ
て
い

る
人
で
接
種
を
希
望
す
る
人

は
、
問
診
票
の
改
正
に
よ
り

保
護
者
の
押
印
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
の
で

、
印
鑑
を
持

参
の
上
、
委
託
医

療
機
関
で

、

新
し
い
回
診
票
に
差
し
替
え

て

く
だ
さ
い
。

※
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
、
感
染
の

疑

い
が
あ
る
人
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の

予
防
接
種
は
で

き
ま
せ
ん
。

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

◆

Ｂ

４

判

謄

写

版

と

や

す

り

三

千

円

◆

タ

イ

ヤ

チ

ェ

ー

ン

（

1
4
5
-
7
0
-
Ｒ
1
2
）
五
千
円

・
　
（

1
6
5
-
7
0
-
R
1
3
）
　
一
万

円
◆
婦
人
靴
二
三
㎝
二
千
円

・

二

足

◆

男

性

靴

二

六

・

五

㎝
二
足
で
二
千
円
◆
大
日
本

百

科

事

典

二

十

一

巻

五

千

円

◆

学

習

参

考

書

中

学

生

用

（
カ
セ
ッ
卜
付
き
）
　
一
万
円

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆

学
習
参
考
書

高
校
生
用
（

カ

セ
ッ
卜
付
き
)
一
万
円

（
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
・
価

格

・

住
所

・

氏

名
・

電

話
番

号

（

昼
間

）

を
明

記

し

て

、

１

月
2
4
日

〔
当

日

消

印

有

効

〕
ま

で

に

、
〒
2
7
1松

戸

市

根
本
三
八
七
-
五
松
戸
市
役

所

消

費

生
活

課

消
費

生
活

係

へ

相
手

の

紹

介
は

月

末

抽
選

し

、
当

選

者
に

電

話

連

絡

し

ま
す

。

紹
介

後

は

自

主

交

渉
と

な

り
ま

す

。

Ｏ

次

回

掲

載

分

の

申

し

込

み

品

物
を

譲

り
た

い

人

は

、

１
月
2
4
日
ま
で
に
電
話
で

申
し

込

ん
で

く

だ
さ

い

。

価

格

は

一
万

円

ま
で

で

す

。
原

則
と

し

て

衣

料
品

・

食

料
品

・

自

転
車

は

扱
い

ま

せ

ん

。

消

費
生

活

課

消
費

生

活

係

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

℡68-3756番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………℡66-0010番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス…………………℡66-0010番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………℡65-3430番
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ア オ ジ

緑茶色の上面と黄色

の下面、胸に黒い縦線

全長　　　　　16cm

翼開長　　　　　22cm

見られる所…やぶや林

の周辺

松戸東高演劇部が県最優秀に

全
国
大

会
に
向
け
、
練
習
に
も
熱
が
こ
も
り
ま
す

ア
ン

デ
ル
セ

ン
童
話
大

賞
＝

橘
川
保
子
・

春
奈

さ
ん

日

本

の

絵

本

賞
＝

南
雲

幸

さ
ん

八
ヶ
崎
第
二
小
で
ダ
ブ
ル
入
選

第１回アンデルセン親子童話大賞（デンマ

ークのアンデルセン博物館ほか主催）で、橘

川保子さんと八ヶ崎第二小３年の春奈さん親

子が、ドリーム賞に輝きました。

作品の「電車の中のおばあさん」は、千代田

線の電車の中で、春奈さんが見知らぬおばあ

さんに亡くなった孫と間違えら れたところか

ら始まります。

乗車中、春奈さんとおばあさんは、折り紙

でツルを折ったり、楽しい会話をしたりと、

心温まる交流をしました。

その実話を基に春奈さんが書いたもので、

お母さんの保子さ んは、「誤字を直しただけ」

とのこと。

お話 づくりが大好きという春奈さんは「た

くさん夢のある物語を書きたい」と目を輝か

せていました。

あなたの撮ったスナップ写真

(街の話題・身近な出来事など)

をお寄せください。採用の方に

は記念品を差し上げます。

広報課

昨年の11月29日 から12月１日まで、八千代市の

市民会館で開かれた県高校総合芸術祭演劇部門の

第44 回県高校演劇中央発表会（県高校演劇連盟・

県教委主催）で、県立松戸東高校の「遠く の君を

見失うことなく」が最優秀に選ばれました。

作品は、何気なく日常を過ごしている若者たち

の前に、あの天草四郎がタイムスリツプをしてく

るという設定。

若者たちが、天草四郎との対話やふれあいを通

して、もつと遠く（外国や歴史など）へ視線を向

けることが、自分自身を見つめることになると気

付くまでを描いています。

同時に、創作脚本賞と舞台美術賞も受賞。８月

に沖縄で開催される全国大会への出場も決まり、

38人の部員たちも大張り切りです。

盛大に

松戸市消防出初式を開催

第
十
四
回
日

本
の
絵
本

賞
（
読

売
新
聞
社
ほ

か
主

催
）
幼
児

・
児

童
の
部
で

、
八
ヶ
崎

第
二

小
五
年
の

南
雲
幸

さ
ん
が
、
見
事

奨
励
賞
に
入

選
し
ま
し

た
。

受
賞
作
「

ぼ
く
の

海
」
は
、
少
年

が
犬

を
連

れ
、
ま

だ
見
た
こ

と
の
な
い

海
へ

向
か

う
ま
で
の
冒

険
物
語
。

ペ
ー

ジ
を
開
く
と
、
海
が

見
え

る
ま
で
の
長
い
坂

道
が
立
体
的
に
飛

び
出

す
よ

う
に
な
っ

て
い
た
り
、

パ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
色
紙
を
使
っ
て
夕
日
に
輝
く
波
の

様
子
を
表
現

す
る
な
ど

、
楽
し
い
工
夫

も
随
所
に

。

「
海

が
大
好
き
だ

が
ら
海
に

行
く
話

を
書
き
た
か

っ
た
」
と
幸
さ
ん
は
、
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま

し

た
。

橘
川

さ
ん
親
子

本
番
さ
な
が
ら
の
救
助
演
習
と

か
わ
い
い
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

南
雲
さ
ん

新春の恒例行事として、市民の

皆さんにすつかりおなじ みとなつ

た松戸市消防出初式が、１月7日

に八ヶ崎の消防訓練センターで行

われました。

会場には、消防職員はもちろん

各消防団や幼・少年婦人防火委員

会の人だちなど約1,400 人が参加

し、1,200 人を超える見学者が集

まりました。

はつぴ姿のはしご乗り や、幼年

消防クラブのかわいい鼓笛隊の演

技、迫真の消防演習などが行われ、

たくさんの拍手を浴びていました。

ま
つ
ど
文
学
散
歩
　
3
4

加

太

こ

う

じ「
東
京
の
な
か
の
江
戸
」

加
太
こ
う
じ
は
、
大
衆
芸
能
史
、
世
相

史
、
風
俗
史
を
得
意
と
す
る
評
論
家
で
、

松
戸
の
川
向
こ
う
、
葛
飾
区
金
町
の
住
民

で
す
。

「
東
京
の
な
か
の
江
戸
」
の
本
の
後
ろ

の
経
歴
に
は
「
一
九
一
八
年
、
東
京
浅
草

に
生
ま
れ
る
。
少
年
時
代
か
ら
紙
芝
居
の

作
画
に
従
事
し
、
紙
芝
居
衰
退
後
、
一
九

六
〇
年
よ
り
文
筆
業
に
転
ず
。
太
平

洋
美

術
学
校
卒
、
思
想
の

科
学
研
究
会
会
員
。

著
書
に
は
、
『
落
語
』
『
日

本
の
ヤ
ク
ザ
』

『
江
戸
の
笑
い
　

こ
ば
な
し

歳
時
記
』
ほ

か

多
数
」
と
あ
り
ま
す
。

浅
草
生
ま
れ
の
作
者
が
ふ
る
さ
と
・
東

京
に
対
す
る
思
い
と
、
体
験
の
結
実
を
集

大
成
し
数
冊
の
「
加
太
こ
う
じ
・
江
戸
東

京
誌
」
シ
リ

ー
ズ
と
し
て
い
ま
す
。
本
編

は
そ
の
一
冊
で
、
特
に
下
町
を
中
心
と
し

て
庶
民
的
な
立
場
か
ら
見
た
東
京
の

今
昔

を
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で

、
作
者
が
四
十
数
年
来
住
ん

で
い
る
金
町
周
辺
の
情
景
を

『
葛
飾
点
描
』

と
し
て

、
「
矢
切
の
渡
し
」
を
中
川

、
青

戸
、
柴
又
・
金
町
、
水
元
な
ど
と
と
も
に

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

矢
切
の
渡
し

昔
、
下

総
の
国
の
市
川
国
府
台
あ
た
り

の
領
主
だ
っ
た
里
見
家
と

、
攻
め
て

き
た

矢切の渡し(金町側から)

敵
軍

が
江
戸
川
の
岸
辺
で

戦
っ
た
。
そ
の

と
き

、
里
見
側
か
射
る
矢
が
な
く
な
っ
て

負
け
た
。
鉄
砲
の
伝
来
が
十
六
世
紀
中
期

だ
か
ら
そ
れ
以
前
の
こ

と
で
あ
る
。
品
切

れ
と
い
う
言
葉
は
、
売
っ
て
い
た
物
が
な

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

、
そ
れ
を
切
れ

る
と
か
、
切
れ
た
と
か
い

う
。
矢
が
切
れ

て
里
見
側
か
負
け
た
場
所
だ
か
ら
、
そ
の

あ
た
り
の
地
名
を
矢
切
と
い
う
よ
う
に

な

っ
た
。
そ
の
矢
切
と
江
戸
川
対
岸
の
柴

又

を
結
ぶ
交
通
機
関
は
渡
し

舟
で
、
す
な
わ

ち
矢
切
の
渡
し
で
あ
る
。

（
中
略
）

伊
藤
左
千
夫
の
小
説
『
野
菊
の
墓
』
で

矢
切
の
渡
し
は

多
く
の
日

本
人
に
知
ら
れ

た
。
そ
れ
は
明
治
末
か
ら
大
正
へ
か
け
て

の
こ
と
で
、
『
野
菊
の
墓
』
は
、
千
葉
県

の
農
家
の
息
子
と
、
そ
の

農
家
へ
手
伝
い

に
き
て
い
た
少
女
の
純
愛
物
語
で

あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
（

連
れ
て

逃
げ
て
よ

、
つ
い

て
お
い
で
よ
ー
)
と
い
う
、
昭
和
五
十
八
、

九
年
に
流
行
し
た
歌
謡
曲
「
矢
切
の
渡
し
」

と
は
関
係
が
な
い
。

千
葉
県
市
川
の
在
の
ゆ
た
か
な
農
家
の

息
子
は
千
葉
へ
行
っ
て
下

宿
を
し
て

学
校

へ
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
恋
人
の
少
女

は

送
っ
て
矢
切
の
渡
し
ま
で
い
っ
し
ょ
に
行

っ
て
別
れ
る
。
二
人
の
再
会
は
な
い

。
少

女
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た

だ
そ
れ
だ
け
の
話
だ
が
、
ひ
た
む
き
な
初

恋
の
想
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
て
「
野
菊

の

墓
」
は
感
動
的
で
あ
る
。

当
時
は
江
戸
川
近
く
の
松
戸
寄
り
の
矢

切
か
ら
東
京
へ
行
く
に

は
、
渡
し
舟
で
柴

又
へ
渡
っ
て
徒
歩
で
金
町
駅
へ
行
っ
て

、

そ
こ
か
ら
列
車
で
日
暮
里
駅
へ
で

る
の

が

早
道
だ
っ
た
。
金
町
駅
と
京
成
電
車
柴
又

駅
問
に
は
人
が
押
す
人

車
鉄
道
が
あ
っ
て

、

明
治
末
期
に
は
使
わ
れ
て
い
た
。

（
「
東
京
の
な
か
の
江
戸
」
）

（

市
立
図
書
館
）

スナップショット

スズメぐらいの大きさで、庭にも来る普通

の冬鳥だが、警戒心が強く、やぶの中などで

チツと小さく鳴くだけなので目立たず､また、

地面で草の実などをついばんでいても、人が

近付くとすぐに飛び立ってしまい、ゆっくり

と姿を見る機会が少ない。

４月に入ると、雄は低木の中ほどの高さで

さえずりはじめ、やっと黄色の腹を見せてく

れるが、間もなく山へ戻ってしまう。
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